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・親子関係再構築
・家庭や他の施設
 への外泊訓練
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ステージ制における支援のあり方について

インケア リービングケア アフターケア

【ステージ制と自立支援計画との連動】
• 子どもに応じた目標設定や取組内容となるよう、子ども・保護者、関係機関の意見を取り入れ検討することが必要である。
• 各ステージの達成状況等を子どもや保護者、関係機関と協働で評価する仕組みが必要である。

【子ども・保護者を支える地域の関係機関による支援ネットワークの構築】
• 入所中に子どもと保護者が地域の関係機関とつながる機会を増やす必要がある。
• 退所後を見据えた支援ネットワークを構築する必要がある。

福祉・教育・医療等が一体となり、自立支援計画に基づき、子どもの
   自立へのサポートや家庭への支援を行う

入所後早期から、関係機関と協働で子どもや家庭への支援を行うことを
     通して、退所後も、地域の関係機関や学園における支援ネットワークの
     もと、一貫性のある支援を行う

新しいステージ制のあり方

ステージ
２－１

子どもや保護者が参画した自立支援計画の策定
早期から関係機関と連携した支援の実施
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・生活習慣の立て直し
・学園分校の生活ルールの定着

・生活習慣の維持
・課題発見解決 ・家庭や他の施設

への外泊訓練

試験登校
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入所後約２か月 策定後約６か月
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調査・
モニタリング アセスメント

自立支援
計画の
検討

子ども・
保護者の
意見聴取

●計画策定のサイクル
・家庭訪問、調査
・子どもの参画（課題の共有、
 取組目標の検討）
・寮職員、心理療法担当職員、分校教員
 によるアセスメント
・保護者の参画（課題の共有、取組目標
 の検討）
・計画策定の段階で、児童相談所や医療
 機関等を交えたケース会議の実施
・寮会、支援会における検討
・市町村、原籍校等と計画内容の共有
・子ども、保護者と計画内容の共有・
 合意形成

・家庭訪問、調査
・子どもの参画（課題の共有、取組目標の検討）
・寮職員、心理療法担当職員、分校教員によるアセスメント
・寮会、支援会における検討

・家庭訪問、調査
・子どもの参画（課題の共有、取組目標の検討）
・寮職員、心理療法担当職員、分校教員によるアセスメント
・寮会、支援会における検討
・ステージ見直し時における、児童相談所や原籍校等を交えた
 ケース会議の実施

●計画策定のサイクル
・家庭訪問、調査
・子どもの参画（課題の共有、取組目標の検討）
・寮職員、心理療法担当職員、分校教員によるアセスメント
・市町村の関係機関と協力した家庭訪問、調査
・保護者の参画（課題の共有、取組目標の検討）
・児童相談所や医療機関等を交えたケース会議
・児童相談所と協働した評価の実施
・寮会、支援会における検討
・市町村、原籍校等との共有
・子ども、保護者と計画内容の共有・合意形成

・家庭訪問、調査
・子どもの参画（課題の共有、取組目標の検討）
・寮職員、心理療法担当職員、分校教員によるアセスメント
・寮会、支援会における検討
・ステージ見直し時における、児童相談所や原籍校等を交えた
 ケース会議の実施
・退所前に関係機関とのケース会議の実施

●計画策定のサイクル

●退所を見据えた支援
・外泊訓練時における関係機関と協力した家庭訪問の実施
・退所後の支援機関を交えた支援の検討
・退所後の支援機関と子ども、家庭を交えた支援内容の共有

資料３

計画策定の
サイクル

施設内の意見
のみで

検討・策定

子ども応じた目標
と各ステージの達成

目標が不一致

家庭と支援機関
とのつながりが

不十分

ステージ１

ステージ２
ステージ３ ステージ４ ステージ５

ステージ
２－２

ステージ
２－３

計画策定の
サイクル

子どもや保護者、関係機関と協働した評価の実施
退所後も連続性のある支援を行う体制の構築

家庭復帰

他の施設への
措置変更

中卒後の入所
継続


